
●ボランティアというのは相手と自分の両方に得るも
のがあって初めてボランティアというのだと思いま
した。（平成７年阪神・淡路大震災）

●ボランティアに参加して、人の絆、優しさがどれほ
ど大切なものか改めて強く感じました。それと同時に
こんなにも優しい人がたくさんいるんだなと感動しま
した。（平成１２年東京都三宅島噴火）

●人に感謝されることがとてもうれしかったし、自分でも役に立てるんだと少し自信
もつきました。「ありがとう」という言葉を何度か聞きましたが、私からも「ありが
とうございました」と言わせていただきたいです。（平成 12 年秋雨前線豪雨と台風
第 14号による大雨（東海豪雨））

●被災された方々のありがとうという言葉を聞くたびに、あるいは他のボランティア
の方々と力をあわせて何かができたとき、参加して良かったと強く思いました。（平
成 12年秋雨前線豪雨（東海豪雨））

●ボランティア活動は気恥ずかしいが、みんなで楽しくやれる連帯感があること、人
とのつながりができること（輪が広がる）、いろいろ学習できることがいいと思いま
す。（平成１２年鳥取県西部地震）

●地元でボランティア活動に取り組んでいた人たちも大きな支えでした。地元だから
こそ人の顔が分かるし、被災された方々の警戒心も解ける。被災状況を把握するた
めの地図づくりにも役だった。外部の人たちだけでは態勢は整いません。地元の大
きな力が必要です。（平成１４年宮城県北部を震源とする地震）

●ボランティアに参加して、人の温かさに接し、また損得ぬき、金
銭ぬきでほんの少しだけでも人の役に立てたという想いは、
翌日から私自身の生きる力となりました。南郷のみなさ
んからパワーをもらうこととなりありがとうございま
した。（平成１４年宮城県北部を震源とする地震）

●一人ではできないことをたくさんの人たちが協力し、
手をとりあうことによって、こんなにも人の笑顔を
見ることができるのだと感じました。（平成 16 年 7
月新潟・福島豪雨／三条市）

●最初の頃あまり笑顔や元気がなかった方が、回を重ねて
いくうちに少しずつ笑顔がでてきてうれしく感じました。

（平成１９年能登半島地震）
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被災した地域、被災された人たちの役に立ちたいという思いを持った人たちが来てくれます。一言

出典：各災害ボランティア

●いままで若い方を軽視していた。しかし今回、ボランティアに参加した、自ら進ん
で積極的に素直に参加している若者達が光って見えた。（平成７年阪神・淡路大震災）

●困っていても、途方に暮れていても自分から「助けてほしい」というのはできそう
でなかなか難しいものです。そんなとき、そっとそばにいて支えてくれる人々がい
ました。元気でたくましく、一生懸命働く赤い帽子（ボランティア）の人たちのた
くさんの笑顔にとても感謝しています。（平成１２年東京都三宅島噴火）

●普段はデスクワークをされている方や、慣れない船旅で早朝島に着いたばかりの方々
もおられ、汗びっちょりになりながらの力仕事・・・。今思い出しても胸が熱くなり、
ただただ頭の下がる思いと感謝の気持ちでいっぱいです。（平成１２年東京都三宅島
噴火）

●こんな汚い仕事をおねがいしてよろしいのかと考えていた折、友達から「このよう
な時だからお願いしなさい」とうしろから押されてお電話させていただきました。
すぐにテキパキと対応くださって本当に助かりました。
（平成 12年秋雨前線豪雨と台風第 14号による大雨（東
海豪雨））

●ボランティア活動後も、自分の活動先の現在の状
況を心配して、連絡をくださる人たちがいます。
わざわざ県外から手土産を持って、活動先のお
宅を訪ねてくださる方がいます。一人ひとりの
力の大きさと暖かさに感謝の言葉がみつかりま
せん。（平成 16年 7月新潟・福島豪雨）

●あの炎天下、ただ黙々と働く多くのボランティアの
方々の、献身的な働きには頭の下がる思いで、いくら感
謝しても感謝しきれません。 （平成16年7月新潟・福島豪雨）

●隣近所の人たちも自分の家のことで精一杯、疲労の積み重なりで困ぱいの実態。こ
んな最中、ボランティアのみなさんから後片付けなどのご支援を受けた。片付けそ
のものの喜びとともに、言葉がけや動作そのものの中にいたわりややさしさが込め
られている。（平成 16年台風第 23号災害）

●「どんな人が来るかわからない」と心配する人もいたが、日頃からボランティアに関
わっている私には不安はなかった。（作業が終わって）ホッとした私に「ため息ばか
りついていたお母さんに笑顔が戻ってよかった」とボランティアの人から言われた。
（平成１９年能登半島地震）
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ボランティアとは、何かをしてあげるのではなく、させていただくこと。ボランティアを体験して、心の底からそう思った。一言

活動に関する報告書より抜粋

被災された方に救援物資を届けている様子
（山口県岩国市美川町）
写真提供：美川町災害ボランティアセンター

被災された方に救援物資を届けている様子
（山口県岩国市美川町）
写真提供：美川町災害ボランティアセンター

被災された方に飲料水を届けている様子
（広島県呉市）
写真提供：呉市社会福祉協議会

被災された方に飲料水を届けている様子
（広島県呉市）
写真提供：呉市社会福祉協議会

避難所での足湯の様子
（新潟県柏崎市）
写真提供：藤室玲治

避難所での足湯の様子
（新潟県柏崎市）
写真提供：藤室玲治
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